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要   旨：    

ネスファチン-1と急性心筋梗塞および地中海食事スコアとの間の関連を、我々

は評価した。 

67人の急性心筋梗塞の患者および 33人の正常な冠動脈の患者（対照グループ）

を研究に収録した。 

急性心筋梗塞の患者を、Taxusによる経皮的冠動脈形成術と心臓手術との相乗

効果(SYNTAX)スコアの低い値（<32)(n=33)と高い値（≧34) (n=35)に基づいて、

２グループに分けた。 

地中海食事スコア、血清ネスファチン-1濃度および全ての他のデータを、グル

ープ間で比較した。 

血清ネスファチン-1濃度は、対照グループと比較して 67人の急性心筋梗塞の

患者で（高 SYNTAXおよび低 SYNTAXの両方のグループ）有意に低かった

(p<0.001)。 

さらに血清ネスファチン-1濃度は、高 SYNTAXグループで低 SYNTAXグルー

プよりも低かった(p<0.001)。 

急性心筋梗塞の患者および対照の被験者の両方で、血清ネスファチン-1濃度と

地中海食事スコアとの間に正の相関があり、そして急性心筋梗塞の患者で血清ネ

スファチン-1濃度と SYNTAXスコアとの間に負の相関があった。 

血清ネスファチン-1濃度は、急性心筋梗塞の重症度および地中海食事スコアと

密接に関連すると、本研究が示している。 
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